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資料1-2各種関連計画におけるグランドデザインの位置づけ
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上位関連計画の概要

資料１-３



上位関連計画の概要

市街地と農村部が調和した持続可能な都市づくり（コンパクト＋ネットワーク）、
を掲げ、中心市街地は業務地・商業地としての機能集積を期待

出典：鳥取都市計画区域 都市計画区域マスタープラン
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鳥取都市計画区域 都市計画区域マスタープラン
（整備、開発及び保全の方針）
[鳥取県、令和6 (2024)年]

・都市づくりの目標として、市街地
と農村部が調和した持続可能な都
市づくり（コンパクト＋ネット
ワーク）や地域資源を活かした魅
力づくりを掲げている。

・鳥取市中心市街地を特に業務地・
商業地と位置付け、土地の高度利
用・環境整備等を目指している。

第２期 因幡・但馬 麒麟のまち 連携中枢都市圏ビジョン
[鳥取市、令和5 (2023)年]

因幡・但馬麒麟のまち創生総合戦略 [令和7 (2025)年]

・中心市街地内・周辺の住
宅地には中・高層住宅の
配置を方針として定めて
いる。

・その他、中心市街地内に
位置する都市計画施設と
して、駅前広場や駐車場
の整備・機能確保を図る
ことを目指している。

出典：
第２期 因幡・但馬 麒麟のまち
連携中枢都市圏ビジョン

通勤・通学
（定住市町外）の状況

・鳥取県東部の１市４町（鳥取市、岩美町、若桜町、智頭町、

古くから一体的な生活圏（ 「麒麟のまち」）を形成。
・鳥取市には、近隣町からの通勤・通学が多い。
・圏域内では、

市機能の集積・強化」「圏域 全体の生活関連機能サービス
の向上」という3つの施策の柱を示している。



出典：
鳥取市中山間地域対策強化方針
鳥取市中山間地域概略図

上位関連計画の概要

鳥取市内の「中山間地域」の活性化のために、
中山間地域と中心市街地相互での交流の促進を目指している
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鳥取市中山間地域対策強化方針
[鳥取市、令和8 (2026)年]

旧8町村（総合支所エリア）における地域未来プラン
[鳥取市、令和7 (2025)年]

・各地域が、地域の特性や地域資源を活かし、地域
課題解決や地域活性化についてどのように取り組
んでいくかを示すため、旧8町村（総合支所エリ
ア）に地域未来プランを作成している。

・対象となっているのは、国府町、福部町、河原町、

それぞれに地域振興未来会議を設置し、進捗管理
を行っている。

・鳥取市内で右図に示す地域を「中山間地域」と定
義し、これらの地域に対する施策の方針を示して
いる。

・同方針の施策として、『３ 交流人口・関係人口
の拡大による中山間地域の活性化』を挙げており、
『① むら・まち交流や世代間交流の促進』、『 ④
関係人口の創出・拡大』などを挙げている。



上位関連計画の概要

総合計画・創生総合戦略・都市マスでは、中心市街地の活性化や都市機能
の集積を掲げているが、具体的な空間像までは描いていない
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第12次鳥取市総合計画
[鳥取市、令和8 (2026)年]

・鳥取市総合計画では、「まちづくりの
目標3」「政策4」の中で、「中心市街
地の活性化」をテーマに挙げているほ
か、「中心市街地における歩行者・自
転車通行量」の増加を目指すべき数値
目標として設定している。

出典：鳥取市都市計画マスタープラン

第3期鳥取市創生総合戦略
（鳥取市地方創生アクションプラン）
[鳥取市、令和8年(2026)]

・地方創生アクションプランの中で位置
付けられている基本目標の中では、中
心市街地に直接関係する項目として、
「都市機能が集積した中心市街地の活
性化」を目指している他、「地域資源
の磨き上げによる交流人口・関係人口
の拡大」を謳っている。

鳥取市都市計画マスタープラン[鳥取市、平成29 (2017)年]

「多極ネットワーク型コンパクトシティ」の概念図

重点施策として
位置付け

・鳥取市都市計画マスタープランは、
鳥取市全体を対象として策定され
ており、中心市街地を市における
唯一の「中心拠点」として位置付
けている。

・中心市街地全域が「都市的な生活エリア」の
「都市機能を特に誘導するゾーン」としてい
る一方、中心市街地内の具体的な空間像や
ゾーニングに対する記述（地域別計画など）
は含めていない。

＜中心拠点での方針＞

・中心市街地を「中心拠点」と
して位置づけ、市域の中心と
して、行政中枢機能・福祉・
子育て・商業・業務・医療・
金融・教育・文化などの多様
な高次都市機能の集積と新た
な文化・産業の創出及びそれ
らが市域全域に波及するため
の環境づくりを進める。

・市域内外の人々が活発に交流
する中心拠点として、公共交
通の高いサービス水準を維持。
また、
都市機能の維持・充実
的な視点に基づく居住の促進
を図り、高い人口密度を維持。



上位関連計画の概要

令和8年度末に策定予定の立地適正化計画では、中心市街地全域を
都市機能誘導区域とし、高次都市機能等の充実を目指している
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立地適正化計画
[鳥取市、令和9 (2027)年予定]

・令和8年度時点で、鳥取市で初めてとな
る立地適正化計画の策定作業が進んで
いる。この計画では、中心市街地全域
を都市機能誘導区域と位置付ける方向
で検討している。

・「多極ネットワーク型コンパクトシ
ティ」を目指す中で、「多様な都市機
能を提供する中心拠点等の維持」を方
針として掲げ、市の中心核における高
次都市機能の立地、街なかにおける生
活サービス機能と居住のバランスの取
れた立地を必要としている。

・中心拠点等に高次都市機能、生活サー
ビス機能の維持・充実、居住の適切な
促進を図ることとしている。

出典：R8.8都市計画検討委員会資料より



上位関連計画の概要

中活計画では、「二核二軸」の都市構造、ゾーニングを設定
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出典：
第４期鳥取市
中心市街地
活性化基本計画

第４期鳥取市中心市街地活性化基本計画[鳥取市、令和5 (2023)年]

骨格の考え方
（左）

・計画区域内の構造として、駅周辺
地区・城跡周辺地区の二地区（二
核）とそれをつなぐ二軸からなる
「二核二軸」を中心としている。

・その上で、二地区にまたがる形で6
つのゾーンを設定し、それぞれで
目標を設定する構成としている。

出典：同左

ゾーンの考え方
（右）



上位関連計画の概要

景観・緑の計画では、中心市街地内での重要な景観や軸を示している
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鳥取市景観計画[鳥取市、平成24 (2012)年]
・鳥取市景観計画では、景観要素の分類の中で、中心市街

地に関係するものとして、鳥取城の歴史的景観、道路景
観、住宅地景観、商業業務地の景観を挙げている。

・景観計画上、中心市街地は「③鳥取駅北地域」に含まれ
ており、同地域の中では複数の施設等を景観資源として
リストアップしているほか、課題図では「久松山への山
あて景観」、「城下町として風格のある景観整備」など
を課題として挙げている。

・中心市街地では、大工町通りより北東側を久松山山系景
観形成重点区域に指定している。

出典：
鳥取市景観計画

鳥取駅北地域の
課題図

鳥取市緑の基本計画[鳥取市、令和8 (2026)年]
・緑化イメージ図では若桜街道・智頭街道・大工町通りの3軸において街路樹

等の緑化を目指している TORIKOI PARKにおい
て都市公園等の整備・拡充を示している。

出典：鳥取市緑の基本計画

中心市街地の緑化イメージ図

出典：鳥取市緑の基本計画

本市及び全国の緑被率



上位関連計画の概要
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鳥取駅周辺再生整備計画[鳥取市、令和8 (2026)年]
・中心市街地のほか、駅周辺エリア、駅まち空間を駅を中心として見た3つの空間の広がりとして示し、駅周辺エリアとのつながりに配慮すべき

エリアとして、まちなかエリア・鳥取城跡エリアを、まちの核をつなぐ都市軸として、若桜街道と智頭街道の2軸を示している。
・人中心の空間となるよう空間の再配分を計画しており、既存の商店街や商業施設が立地する北口広場は、駅を訪れる人にとってのお迎えの空間

として街への回遊を促す賑わいの空間に、自然豊かな南口広場は日常的な憩いの空間に整備することとしている。

出典：鳥取駅周辺再生整備計画

鳥取駅周辺再生整備計画におけるエリア設定

鳥取駅周辺では大規模な再整備を計画しており、
まちなかとのつながりの強化を標榜

出典：鳥取駅周辺再生整備計画

駅まち空間再整備平面イメージ



上位関連計画の概要

鳥取城跡周辺では、にぎわい交流の創出を目指した保存整備事業を位置づけ
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史跡鳥取城跡附太閤ヶ平保存整備
基本計画[鳥取市、平成18 (2006)年]
・「まちの宝」である鳥取城近辺の整備

保存整備計画。
・鳥取城の城郭の中心部は復元・修復・

整備をすることとし（A-1およびA-2）、
城郭の整備（B）、久松山の保全・整
備（C）などのゾーニングを示してい
る。

・本計画において、城跡を目指すための
導線として、歩行者導線は智頭街道を
メインとして設定しているほか、車
両・バスは若桜街道・智頭街道・鹿野
街道・国道53号線などに設定している。
その他、久松山からさらに北東側にハ
イキングルートも考慮している。

出典：史跡鳥取城跡附太閤ヶ平保存整備基本計画整備ゾーニング

第2期鳥取城跡周辺にぎわい交流ビジョン[鳥取市、令和7 (2025)年]

・鳥取城跡周辺の自然・歴史・文化をいかした

等と将来めざすべき姿を共有し、一貫性のあ
る取り組みとするため策定。

・本ビジョンにおいて、重点エリアおよび対象
エリアを以下の通り設定している。また、対
象エリア内は城跡エリアおよび城跡周辺エリ
アの2エリアに区分している。

・エリアの中に、「歴史・文化」「憩い」「ま
ちなみ散策」「にぎわい・おもてなし」の4
つのゾーンを設定し、それぞれの施策を記述
している。

エリア設定 出典：第2期鳥取城跡周辺にぎわい交流ビジョン

ゾーン設定
出典：同左



上位関連計画の概要
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鳥取市リノベーションまちづくり構想
[鳥取市、平成29 (2017)年]

・遊休不動産の利活用を通じて、中心市街地の魅力向上
を図る取り組みを推進するために策定した構想。

・中心市街地を舞台に、事業オーナー、不動産オーナー、
“楽しい暮らしを自ら

つくり出していけるまち”を目指すことを目指している。

出典：鳥取市リノベーションまちづくり構想
構想における先行エリア

「あるくよとっとり」鳥取まちなかネオビジョン
[株式会社まるにわ、令和6 (2024)年]

くことで進めるまちづくりを目指して、株式会社まるにわがまとめ
たビジョン。

・「「要望するまちづくり」から、「自ら取り組むまちづくり」へ」

を誘発」することを目的としている。
・本ビジョンの中では、取り組みを推進する対象地として5つの「界

隈」が示され、それぞれにおいて取り組み方針が示されている。

出典：「あるくよとっとり」鳥取まちなかネオビジョン
鳥取駅前エリアビジョン



鳥取市中心市街地グランドデザイン検討会議設置要綱 
 

（設置）  
第１条 中心市街地の目指すべき将来像を官民が連携して描き、その実現に向けた方策を

とりまとめる「鳥取市中心市街地グランドデザイン」を作成するため、「鳥取市中心市街

地グランドデザイン検討会議」（以下「本会議」という。）を設置する。 

 

（委員の構成）  
第２条 本会議の委員は、別紙のとおりとする。  
 
（検討事項）  
第３条 本会議は、次の事項について検討・議論を行う。 

  鳥取市中心市街地グランドデザインに関すること。 

  その他中心市街地の活性化に関すること。 
 

（委員の任期）  
第４条 委員の任期は、令和８年９月２９日から令和９年３月３１日までとする。 
 
（座長等）  
第５条 本会議に、座長及び副座長１人を置く。  
２ 座長は、委員の互選により決定する。  
３ 座長は、本会議を代表し、会務を総理する。  
４ 副座長は、座長の指名により決定する。 
５ 副座長は、座長を補佐し、座長に事故あるとき又は座長が欠けたときは、その職務を代

理する。  
 
（検討会議）  
第６条 本会議は、株式会社とりぎん地域デザインパートナーズが招集する。  
２ 本会議の議長は、座長がこれにあたる。 
３ 本会議は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。  
４ 前項の規定の適用については、テレビ会議システム等の通信手段を用いてリアルタイ

ムで参加する委員は、出席したものとみなす。 
５ 本会議は、公開を原則とする。  
６ 本会議の資料及び議事については、公開を原則とする。ただし、座長が必要と認めると

きは、その全部又は一部を非公開とすることができる。 
 
（委員の代理出席）  
第７条 委員は、自ら会議に出席しなければならない。ただし、やむを得ない事情により出

席できないときは、あらかじめ事務局に届け出たうえで、当該委員の所属する団体等の関

係者を代理人として出席させることができる。 
 
（委員以外の者の出席） 
第８条 座長が必要と認めるときは、委員以外の者に対して、オブザーバーとして、本会議

に出席させ、その意見を述べ又は説明を行うことを求めることができる。  
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（事務局）  
第９条 本会議の事務局は、株式会社とりぎん地域デザインパートナーズが担当する。  
 
（その他）  
第１０条 この要綱に定めるもののほか、本会議の運営に関し必要な事項は座長が別に定

める。  
 

附 則  
この要綱は、令和８年９月１日から施行する。 

 




